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第
７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
市

の
取
り
組
む
施
策
・
事
業
を
お
伝

え
す
る
「
市
政
の
今
」。
今
回
は
多

様
な
連
携
を
生
か
し
た
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

ＳＤＧｓ未来都市

日
本
中
で
増
え
る
豪
雨
災
害
。人
の
命
に
関

わ
る
全
国
的
な
課
題
と
し
て
対
策
が
求
め
ら

れ
る
中
、気
象
庁
で
は「
線
状
降
水
帯
」の
発

生
を
予
測
し
、半
日
前
か
ら
気
象
情
報
で
発
表

す
る
運
用
が
６
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

本
市
で
も
、内
閣
府
に
よ
る「
市
町
村
災
害

対
応
総
合
シ
ス
テ
ム
」の
モ
デ
ル
自
治
体
と

し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、昨
年
に
は

オ
ム
ロ
ン
ソ
ー
シ
ア
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

㈱
、舞
鶴
高
専
、Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
と
連
携
し
、水

位
な
ど
の
河
川
情
報
を
イ
ラ
ス
ト
や
グ
ラ
フ

で
確
認
で
き
る「
舞
鶴
市
総
合
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
」の
運
用
を
開
始
。

今
後
は
６
時
間
先
の
避
難
情
報
を
発
信
で
き

る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
を
教
訓
に
、全
国
の

自
治
体
で
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
た

防
災
意
識
の
高
い
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、地
域
で
の
自
助
や
共
助

の
取
り
組
み
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。
市
で

は
、地
域
の
皆
さ
ん
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

活
用
し
、地
域
の
危
険
箇
所
の
把
握
、避
難
所

や
避
難
ル
ー
ト
の
確
認
を
行
い
、災
害
時
に

取
る
べ
き
行
動
な
ど
、日
頃
か
ら
で
き
る
災

害
へ
の
備
え
や
心
構
え
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、地
域
の
皆

さ
ん
が
協
力
し
て
災
害
か
ら
自
分
た
ち
で
地
域

を
守
る「
自
主
防
災
組
織
」の
設
立
に
つ
な
げ
、

設
立
後
の
活
動
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、市
は
舞
鶴
高
専
と
連
携
し
て
防
災
士

の
養
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
防
災
士
は

「
自
助
」「
共
助
」「
協
働
」を
原
則
と
し
て
、社
会

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
防
災
力
を
高
め
る
活
動
が

期
待
さ
れ
、そ
の
た
め
の
十
分
な
意
識
と
一
定

の
知
識
・
技
能
を
習
得
し
て
い
ま
す
。

舞
鶴
高
専
で
は
、年
々
多
様
化
、大
規
模
化

す
る
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、施
設
整
備

だ
け
で
な
く
、自
助
・
共
助
・
公
助
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
に
防
災
士
の
養
成
が
欠
か
せ
な
い

と
の
思
い
か
ら
、こ
れ
ま
で
過
去
７
年
間
で
学

生
２
８
０
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

市
と
連
携
し
た
市
民
向
け
の
防
災
士
資
格
取
得

の
た
め
の
講
座
を
開
催
予
定
で
す
。

市
で
は
、こ
れ
ら
の
機
会
を
通
じ
、防
災
士

と
の
連
携
で
地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

住
民
は
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
意
識
を
持

ち
、行
政
は
住
民
が
適
切
な
避
難
行
動
が
取
れ

る
よ
う
全
力
で
支
援
す
る
と
い
う
考
え
方
の
も

と
、地
域
の
皆
さ
ん
と
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

　
多
様
な
連
携
と
防
災
士
養
成
で
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

IN
TERV

IEW

街を歩いていても、土砂崩れを身近に感じることは
ありません。高専の授業で、その危険性に気づくこと
ができました。こうしたことは学ぶ機会がないと興味
を持てないのかなと感じています。防災を考えていく
うえで、これからは、被災状況などをドローンで撮影、
測量、システムなどで解析し、そうした情報を住民に
伝えていくことが大切だと思っており、そのスキルを
身に付けるためこの研究をして
います。

I N T E R V I E W

真木 航大さん

舞鶴高専建設システム工学科
　5 年

舞鶴高専へは建築を勉強したいと思って入学しまし
た。ところが授業を受けているうちに土木の防災や、地
盤などに興味がわき、自分が将来何をしたいか、人のた
めに何ができるかを考えた時に一番興味があったのが防
災だったので、地盤・防災研究室に入って研究をしてい
ます。普段の生活で防災を意識しないかもしれませんが、
日常に少しでも防災の意識を持ってもらえたらと思って
います。

舞鶴高専建設システム工学科
　5 年　

加登 文学さん

高
ま
る
大
雨
リ
ス
ク
と
防
災

自
助
・
共
助
の
大
切
さ

防
災
意
識
の
向
上

左から中村千尋さん、中西帆香さん、小笠原芳奈さん、　
　　松井心さん、上村藍さん、渡部妃麗さん

高専では建築の勉強をしているので、防災の
ことも学んだら建築分野でも生かせるのかな。
防災士の知識が、災害時にひとつでも人のた
めになればという意識が高まりましたね。

私は元々災害のことに興味があって。両親が
阪神淡路大震災を経験していて、地震とか災
害は身近にあるものだなと。

私の地元は南海トラフ地震で被害を受ける地
域なので、心配というか、知っていると自分
も周りも避難しやすいかなと思います。家族
とハザードマップを見て話し合いもしました。

自然災害はいつ起こるか分からないし、自分
以外の人にも目を向けられたらなと思いまし
た。授業では広く学んだので、もっと深堀し
たいと思っています。

高専で資格取得するのは女性が多いですが、一般的に
女性で防災士の資格を持っている人は少ないですね。

はい、女性だからこそできる取り組み、避難所
運営など女性目線で気が付くことはたくさんあ
ると思う。防災士という資格を通して社会参加
や、いろんなイベントに取り組みたいです。

今度 10 月に開催の防災士養成講座は 50 人ほ
ど申し込みが…。

防災士を取得すると防災への意識が変わります。
一緒に楽しく防災を学びましょう！

< 舞鶴高専女性防災士による防災座談会

舞鶴高専
女性

防災士

舞鶴高専
女性

防災士

舞
鶴
高
専
で
の
防
災
士
養
成
は
東
日
本

大
震
災
が
き
っ
か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。

高
専
は
、最
先
端
の
大
学
な
ど
と
競
う
レ

ベ
ル
の
研
究
は
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
に
比
べ
学
生
教
育
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。社
会
に
出
て
か
ら
技
術
者
と
し
て
伸

び
る
可
能
性
、住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
土
木
事
業
の
大
切
さ
を
理
解

し
て
も
ら
い
、社
会
基
盤
づ
く
り
を
し
て
い

く
技
術
者
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、災
害
は
想
定
外
の
こ
と
も
起
こ
る

の
で
、ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で
は
絶
対
に
対
応

で
き
ま
せ
ん
。「
自
分
で
行
動
で
き
る
」こ

と
が
最
適
解
だ
と
考
え
て
お
り
、避
難
方
法

が
分
か
っ
て
い
れ
ば
命
を
守
れ
ま
す
。防
災

士
が
増
え
る
と
事
前
に
災
害
時
の
対
応
に

つ
い
て
話
せ
る
人
が
増
え
ま
す
。地
域
で
行

動
で
き
る
人
材
が
増
え
れ
ば
地
域
の
防
災

力
が
向
上
し
、結
果
と
し
て
舞
鶴
市
の
防
災

力
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
後
、地
域
の
人
た
ち
に
協
力
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、研
究
と
し
て
の
防
災
に
踏
み
込

み
、防
災
士
養
成
も
市
民
に
広
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鮫島 皓介さん

舞鶴高専建設システム工学科
　教授

50 人と聞いたら緊張してきたけど、防災は勉
強して初めて知ることも多く、他の人が知ら
ないことが多いと思うので、来てくれる人に
防災のことを知ってもらえたら…！

平成30年７月豪雨による被災状況（上福井）

避難所での避難者想定のワークショップ（令和元年6月）ドローン測量の結果を3Dモデルの写真にする技術

そんなに多く！


